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ファームウェアパック 
ファームウェアパックは、新しいリリースが利用可能になったときに Mediatrixユニットにインスト

ールするモジュールと機能を含む ZIPファイルです。 

 

ファームウェアパックを解凍すると、事前定義されたツリーアーキテクチャに従ってコンテンツが抽

出されます。 これにより、Mediatrixユニットがファームウェアを適切にアップグレードするため

に必要なファイルを含むディレクトリが作成されます。 
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ファイルサーバー 

FTPサーバーの構成 

始める前に 

FTP ルートパスの設定方法の手順に慣れていない場合は、FTPサーバーのドキュメントを参照してく

ださい。 

情報 

FTP トランスポートプロトコルを使用する場合は、この手順を実行します。 

手順 

1）割り当てられたサーバーで FTPサービスを設定します。 

2）FTPサーバーにMediatrixユニットが到達できることを確認します。 

注：ファイルサーバーがファイアウォールの背後にある場合は、TCPポート 21が開いていることを確

認してください。 

 

次の一歩 

ファームウェアパックの ZIP ファイルの抽出（p. 8） 

 

TFTPサーバーの構成 

始める前に 

TFTPルートパスの設定方法に関する手順に慣れていない場合は、TFTPサーバーのドキュメント。 

情報 

TFTPトランスポートプロトコルを使用する場合は、この手順を実行します。 

手順 

1）割り当てられたサーバーで TFTPサービスを設定します。 

2）Mediatrixユニットが TFTPサーバーに到達できることを確認します。 

 

注：ファイルサーバーがファイアウォールの背後にある場合は、UDPポート 69が開いていることを

確認してください。 
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次の一歩 

ファームウェアパックの ZIP ファイルの抽出（p.8） 

 

HTTPサーバーの構成 

始める前に 

HTTPルートパスの設定方法の手順に詳しくない場合は、HTTPを参照してください 

サーバーのドキュメント。 

情報 

HTTP トランスポートプロトコルを使用する場合は、この手順を実行します。 

手順 

1）割り当てられたサーバーで HTTPサービスを設定します。 

2）Mediatrixユニットが HTTPサーバーに到達できることを確認します。 

注：ファイルサーバーがファイアウォールの内側にある場合は、TCPポート 80が開いていることを確認してくださ

い。 

 

次の一歩 

ファームウェアパックの ZIP ファイルの抽出（p.8） 

 

HTTPSサーバーの構成 

始める前に 

HTTPSルートパスの設定方法の手順に慣れていない場合は、HTTPSのドキュメントを参照してくださ

い。 

情報 

HTTPS トランスポートプロトコルを使用する場合は、この手順を実行します。 

手順 

1）割り当てられたサーバーで HTTPSサービスを設定します。 

2）Mediatrixユニットが HTTPSサーバーに到達できることを確認します。 

注：ファイルサーバーがファイアウォールの背後にある場合は、TCPポート 443 が開いていることを確認してく

ださい。 

3）Management/Certificates タブの Certificate Import Through Web Browser テーブルに、Path フ

ィールドで選択した HTTPSサーバーを認証する証明書があり、Type フィールドで Other が選択され

ている。 

4）構成パラメーターを設定します。 
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次の一歩 

SNTPサーバーを使用するためのMediatrixユニットの構成（p.6） 

 

SNTPサーバーを使用するためのMediatrixユニットの構成 

始める前に 

使用可能な SNTPサーバーがあることを確認してください。 

情報 

あなたがフィールドとボタンの意味に精通していない場合は、クリックしてください Show Helpに位置し、 

Webページの右上隅。アクティブにすると、オンラインヘルプを提供するフィールドとボタン 

が緑色に変わり、それらにカーソルを合わせると説明が表示されます。 

手順 

1）Network/Hostに移動します。 

2）SNTP Configurationテーブルの、Configuration Source選択リストから、SNTPパラメータを取得する接

続タイプを選択します。 

 

注：完了静的 SNTPサーバーを使用している場合のみステップ 3を完了して下さい。それ以外の場合は、ステップ

4に進んでください。 

 

3）使用している各 SNTPサーバーの IPアドレスまたはドメイン名とポート番号を指定します。 

4）必要に応じて、表示されている Synchronisation Periodのデフォルト値を変更します。 

5）必要に応じて、表示される Synchronisation Period on Errorのデフォルト値を変更します。 

6）Applyをクリックします。 

結果 

SNTPホスト名とポートは、Network/Statusの下の Host Statusテーブルに表示されます。 

 

 

 

 

https://translate.googleusercontent.com/translate_f#6
https://translate.googleusercontent.com/translate_f#6
https://translate.googleusercontent.com/translate_f#6
https://translate.googleusercontent.com/translate_f#6


 

 ファームウェアのアップグレード  7  

 

次の一歩 

ファームウェアパックの ZIP ファイルの抽出（p.8） 

 

Simple Network Time Protocol (SNTP) 

Simple Network Time Protocol（SNTP）は、再起動時に Mediatrixユニットのクロック（日、月、時間）

を更新および同期するために使用されます。 

Mediatrixユニットには、リアルタイムクロックが含まれていないため、シャットダウン時に正確な

時間を維持できません。 たとえば、HTTPSを使用している場合、または発信者 ID機能のために、シ

ステムが正確な時間にアクセスできる必要があります。 このような場合、利用可能な SNTP サーバー

を備えた SNTPクライアントを構成して、システムが時刻を更新してローカルクロックに同期できる

ようにする必要があります。 SNTPは、トランスポートとして UDPを使用して、SNTPクライアントを

SNTPまたは NTPサーバーと同期するために使用されます。 Mediatrixユニットは、SNTP バージョン

3 クライアントを実装しています。 
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ファームウェアのインストール 

ファームウェアパックの ZIP ファイルの抽出 

始める前に 

ファイルサーバーを構成する必要があります。以下の手順のいずれかを最初に完了する必要があります。 

• FTPサーバーの構成 （p.4） 

• TFTPサーバーの構成（p.4） 

• HTTPサーバーの設定（p.5） 

• HTTPSサーバーの構成（p.5） 

手順 

1）ファームウェアパックの ZIPファイル（MediatrixXXXX_Dgw_2.0.2X.XXX_XXXX-MX-D2000.zip）を解凍

します。 

注：任意のコンピューターでファイルを解凍できます。 ただし、アップグレードはファイルサーバー

にあるファームウェアパックファイルのみを使用して実行されることに注意してください。 したが

って、解凍したファイルを含むフォルダーをファイルサーバー（MediatrixXXXXフォルダー）にコピ

ーする必要があります。 

 

重要：解凍されたフォルダーの名前は変更しないでください。 

参考ファイル名：Mediatrix44XX_Dgw_45.0.1809_44XX-MX-D2000-357.bin 

拡張子も忘れずに！！passは正確に記述する事！ 

 

2）あなたが使用することを選択したファイルサーバー（FTP、HTTPS、TFTP、または HTTPサーバー）

に、ファームウェアパックの解凍されたファイルを含む MediatrixXXXXフォルダーをコピーします。 

 

注：MediatrixXXXXフォルダーは通常、ファイルサーバーのルートフォルダーにインストールされま

す。 別のパスを選択できますが、パスのルートはファイルサーバー上にある必要があります。そう

でない場合、アップグレードは失敗します。 

 

結果 

ファームウェアパックファイルをシステムにインポートする準備が整いました。 

 

次の一歩 

DGW Web インターフェイスを使用した DGW ファームウェアバージョンのインストール（p.9） 
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DGW Webインターフェイスを使用したDGWファームウェアバージョ

ンのインストール 

始める前に 

必ず構成のバックアップを作成し、構成スクリプトを保存してから次のステップに進みます。 

注：私たちの QAテストは、新しいリリースごとに 10バージョンをカバーしています。からアップグレードする

場合 10より古いリリースをロードバックする場合は、アップグレードする前に中間バージョンをインストール

する必要があります 

最新のもの。唯一の例外は、DGW 2.0.26.451から DGW 2.0.42.768にアップグレードする場合です。 

使用するプロトコルのタイプに応じて、次の手順を完了する必要があります。 

• FTPサーバーの構成 （p。4） 

• HTTPサーバーの設定（p。5） 

• TFTPサーバーの構成（p。4） 

• HTTPSサーバーの構成（p。5） 

情報 

あなたがフィールドとボタンの意味に精通していない場合は、クリックしてください Show Helpに位置し、 

Webページの右上隅。アクティブにすると、オンラインヘルプを提供するフィールドとボタンが緑色に変わり、

それらにカーソルを合わせると説明が表示されます。 

手順 

1）Management/Firmware Upgradeに移動します。 

2）Version フィールドの中の Firmware Packs Configurationテーブルに、あなたの Firmware Upgrade Pack

のバージョンを入力します。 

3）アップグレード直後にユニットを自動的に再起動する場合は、Automatic Restart Enableの選択リストか

ら Enableをします。 

 

注意： 

Disableを選択した場合、アップグレードを完了するためにユニットを手動で再起動する必要があります。 

 

4）Automatic Restart Enable から Enableを選択した場合は、Automatic Restart Grace Delay フィ

ールドに入力します（オプション）。 

 

注：これにより、ユニットが再起動される前にテレフォニーコールが終了するまでの遅延が発生しま

す。 アクティブなコールがない場合、ユニットはすぐに再起動します。 サービスの遅延を許可する

場合は、System/Services で同じパラメーターを設定します。 

 

https://translate.googleusercontent.com/translate_f#4
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5）デフォルト設定でシステムを再起動する場合は、Default Settings On Restart フィールドを

Enable に設定します。 

6）Firmware Pack フィールドに、Dgw と入力します。 

 

注：名前では大文字と小文字が区別されることに注意してください。 

 

7）Transfer Protocol 選択リストの Transfer Configuration テーブルで、ファームウェアアップグ

レードの転送に使用するプロトコルのタイプを選択します。 

 

注：これは、構成したファイルサーバーと一致している必要があります。 

 

8）Host Nameフィールドに、ファイルサーバーの IPアドレスまたは FQDNを入力します。 

9）Locationフィールドに、ファイルサーバーのルートを基準にしたMediatrixXXXXフォルダーのパスを入力

します。 

 

注：MediatrixXXXX フォルダーがファイルサーバーのルートにコピーされた場合、このフィールドは空のそのまま

にしておく必要があります。 

 

10）サーバーで認証が必要な場合は、ユーザー名とパスワードを入力します。 

 

注：ファイルサーバーが起動していることを確認してください。 

 

11）今すぐインストールを適用 

 

注：ファームウェアパックの更新が失敗すると、Mediatrixユニットはファームウェアを 3回ダウンロードしようとしま

す。 

 

結果 

すべての LEDが左から右に循環します。 アップグレードプロセスには最大 20分かかり、ユニットは数回再

起動されます。 アップグレードが完了すると、新しいファームウェアパックバージョンが Firmware Pack 

Installedテーブル（Management / Firmware Upgrade）の下に表示されます。 
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以前のファームウェアへのロールバック（元に戻す） 

以前のファームウェアバージョンに戻す 

始める前に 

リカバリバンクで以前のバージョンが使用可能な場合にのみ、ファームウェアの以前のバージョンに戻すこ

とができます。 

 

情報 

この機能は、Mediatrix 4102Sモデルには適用されません。 

 

手順 

1）Management/Firmware Upgradeに移動します。 

2）Firmware Pack Installedテーブルで、Rollbackをクリックします。 

注：[ロールバック]ボタンは、リカバリバンクで以前のバージョンが使用可能な場合にのみ使用できます。 

注：現在のファームウェアバージョンのインストール後に実行された構成の変更は失われます。 

注：ファームウェアのアップグレード前の構成パラメーターが復元されます。 

 

結果 

以前にインストールしたバージョンでシステムが再起動されます。 
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パラメーター 
サービスの大部分はWebブラウザーで構成できますが、構成の一部の側面は、MIBパラメーターを使用し

てのみ完了できます。 

• Mediatrix Unit Manager Network（UMN）などのMIBブラウザーを使用します。 

• CLIを使用します。 

• 構成パラメーターを含む構成スクリプトの作成。 

Fpu>構成パラメーター 

Mfp Transfer Tlsバージョン 

  Fpuを参照してください。 リファレンスガイドのMfpTransferTlsVersion。 

Mfp Transfer Cipher Suite 

  Fpuを参照してください。 リファレンスガイドのMfpTransferCipherSuite。 

Mfp転送証明書の検証 

  Fpuを参照してください。 リファレンスガイドのMfpTransferCertificateValidation。  

Mfp転送証明書の信頼レベル 

Fpuを参照してください。 リファレンスガイドのMfpTransferCertificateTrustLevel。 
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